
　

TESTIMONY礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

横山淳平

早天祈祷会6：00~
ﾞ

来週の奉仕者
（8月1日）

岩崎 祥誉
唯恵 伝道師
髙橋奈津江
大宮 東子
岡本 享子　　　
山本 麻美
秦泉寺朗子
神達良子
池田 優香
河島 弘子 
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「テレビのない生活」「テレビのない生活」
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神達良子　眞砂香和

名越裕晃

富岡陽子

　

澤口建太　平澤初実

　　　曽我郁斗

澤口来海

（ ２０２１年７月18日 ）

（要約者：岩崎祥誉 ）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

今週で哀歌 (4 章、5章 ) も終わり、エゼキエル書 (1 章～ 5章 ) に入っ
ていきます。哀歌は全 5 章からなる短い書で、エルサレム滅亡を歌
を集めていることから、「哀歌」と呼んでいます。ギリシャ語訳旧約
聖書の序文には「イスラエルが捕囚となり、エルサレムが荒廃して後、
エレミヤは座して泣き、エルサレムの為に哀歌を歌って言った」と
あることから『エレミヤの哀歌』または『預言者エレミヤの哀歌』
という署名もつけられています。しかし、本書自体には著者が誰か
示す箇所がない事、エレミヤ書のエルサレム崩壊に対する嘆きが扱
われている箇所でエレミヤの主張とニュアンスが異なる事等から著
者は不明となっています。エレミヤでなくとも、同時代に生き紀元
前 586 年のエルサレム滅亡の目撃者が最初の記述に関係していると
考えられます。哀歌を含め、聖書の中には嘆きの詩が他にもでてき
ます。嘆きの詩は人の苦しみに敬意を表し尊厳を与えるものとなっ
ています。神様に向かって嘆く人間の言葉が聖書にしるされ御言葉
として取り扱われているわけです。このことを思うと、神様は私達
の全ての祈りを聞かれていて、全ての人を祝福したいと思っておら
れる事がわかります。今週も神様から示された事に聞き従い、神様
からの祝福を受け歩んでいきましょう。

今週で哀歌 (4 章、5章 ) も終わり、エゼキエル書 (1 章～ 5章 ) に入っ
ていきます。哀歌は全 5 章からなる短い書で、エルサレム滅亡を歌
を集めていることから、「哀歌」と呼んでいます。ギリシャ語訳旧約
聖書の序文には「イスラエルが捕囚となり、エルサレムが荒廃して後、
エレミヤは座して泣き、エルサレムの為に哀歌を歌って言った」と
あることから『エレミヤの哀歌』または『預言者エレミヤの哀歌』
という署名もつけられています。しかし、本書自体には著者が誰か
示す箇所がない事、エレミヤ書のエルサレム崩壊に対する嘆きが扱
われている箇所でエレミヤの主張とニュアンスが異なる事等から著
者は不明となっています。エレミヤでなくとも、同時代に生き紀元
前 586 年のエルサレム滅亡の目撃者が最初の記述に関係していると
考えられます。哀歌を含め、聖書の中には嘆きの詩が他にもでてき
ます。嘆きの詩は人の苦しみに敬意を表し尊厳を与えるものとなっ
ています。神様に向かって嘆く人間の言葉が聖書にしるされ御言葉
として取り扱われているわけです。このことを思うと、神様は私達
の全ての祈りを聞かれていて、全ての人を祝福したいと思っておら
れる事がわかります。今週も神様から示された事に聞き従い、神様
からの祝福を受け歩んでいきましょう。

牧 一穂 牧師
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サンデーキッズお泊り会
　　ユースキャンプ

ある人がガーデンパーティーを開きました。そこに全く関係ない人が来て食
事をしていたため、本来招かれた人たちが座れなくなってしまいました。そ
こでパーティーの主催者は「この中で新郎新婦の知人・友人の方は立ってく
ださい」そう言います。すると半数くらいの人が立ったところで「今日は誕
生日パーティーだから新郎新婦の知人友人の方は多分違うと思います」そう
知恵深く投げかけ、その人たちは帰っていきました。参加した人たちはパー
ティーの「主旨」がわかっていなかったため大変な目にあいました。
みなさんはあなたの人生の主旨はわかっていますか？私たちはこれがわかっ
ていません。そして私たちが主旨を果たした結果、願うものが得られるので
すが、これが目的になってしまうことが多いのです。なので、そこで何かを
することがとてもつらくなるのです。みなさんの人生はそんな風になってい
ないでしょうか？そうなると私たちにとって「死」というものは「奪うもの」
になってしまいます。
多くの人が「生」の延長線上に「死」があると考えますがそうではありません。
私たちは生まれた時から「死」を背負っています。だから私たちが「どのよ
うに終えるのか」ということを考える必要があるのです。
今私たちはとても幸せな環境にいます。こんな環境にいる人は本当にわずか
です。「自分で決めてなんでもできる、悩みは自分の人間関係だけ」そんな
人は世界を見ればほとんどいません。そんな私たちだからこそ「私たちには
決める権利がある」ということを知る必要があります。
カンボジアにはたくんさんの難民の人がいます。彼らの環境には何もありま
せん。だけど彼らの多くは笑顔です。彼らは笑うことを選んでいるのです。
でも日本人はそれを選べません。寂しいことです。私たちは選ぶことができ
ます。そしてその一つ一つの小さな決断が私たちの最期を決めるのです。

（Ⅱペテロ１：５～１５）
ペテロは自分の人生がどのように終わるか知っていました。彼はこのあと逆
さ十字架刑にかかりました。「命をかけてついていく」と言いながら目の前
で「知らない」と言って逃げた「裏切者」です。大変な問題を犯し、自分の
人生が終わったという彼に、イエス・キリストは出会い、赦してくれた・・・
彼の人生は私たちの人生によく似ています。そんな彼がこの手紙を書いたの
です。ペテロはこうして「あなたにもできる」ということを示しているのです。
あとは私たちが信じるだけなのです。そして大事なのは自信を失った時なの
です。
みなさんは「死」というものをどう捉えているでしょう。多くの人が「別つ
もの」と思っているかもしれませんが、死は「別つ時」ではありません。そ
して私たちは必ず「死」を迎え、それがいつかわかりません。だからこそ聖
書は、今終わってもよいように「今日を生きよ」と言っているのです。そして、
この「死」があるから私たちは「自分に死ぬ」ということを考えられます。
ペテロはこのあと裏切った自分がどう生きるべきか、どう死ぬのか、それが
描けたのです。
全ての生命は摂理でそこに置かれ、その役割を果たし終えていきます。とこ
ろが私たち人はそれを知らずに、結局果たさないまま終わらせてしまうので
す。だからこそ自分の最期の「告別式」を思い描いてほしいのです。そして「死」
は別つものではなく、別つものは「自我」だということを知る必要があります。
感情が本当はしたいことをさせていないだけです。「あの人はなあ・・・」「今
はなあ・・」と人が自らで別つ（振り分けて）しまっているだけです。葬儀で、
「もっとこうしておけばよかった」と人はよく後悔して言いますが、それは
自分を慰めているだけです。
今みなさんの人生は本当に終わってもよいですか？
創生の時代、人は死ぬ存在ではなかったのですが、死ぬようになりました。
神様は愚かになった人間に終わりを与え、その終わりに対し、本来の姿に戻
れるチャンスとしてくれたのが「十字架」です。人が戻るプロセスの一環と
して「死」を与えたのです。今あなたが「それ」に生きるのは、「ここ」と
いう大切な時のためだということを知っておく必要があります。だから今目
の前にある小さな「嫌」なことから逃げてしまうと、逃げてはいけない時に
逃げてしまうようになってしまうのです。小さなことに忠実に生きることが
大切です。「弱いところに向き合う」それがあなたの「死」に関わるのです。
あなたの葬儀の時「あなたのおかげで私の人生がある」という人がいますか？
私たちにはそうしてくれた人がいます。それがイエス様です。イエス様を知っ
た人を通して、私たちはその事を知ったのです。私たちはそれをただで受け
ました。であるなら、私たちはそれを人に流すべきなのです。だけど私たち
は「自分のものだ」と言いたいのです。それを守るためにするべきことから
逃げ、人のせいにして逃げてしまうのです。

「こういうわけですから、あなたがたは、あらゆる努力をして、信仰には徳を、
徳には知識を、 知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、敬虔
には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。」（Ⅱペテ１：５～７）
だからペテロはそんな私たちに「徳（潜在的な卓越性」があると言ってい
ます、徳は誰でも持っているのですが、それを私たちが知らないだけです。
そしてこれは努力で得られるものでもありません。だから「私はすばらしい」
と気づくだけなのです。信仰とは信じようとするだけです。でも私たちは
信じることができません。だけど信じることができます。「この人を神様は
どう創られたか」を知っているからです。
「手遅れ」「仕方ない」という人がたくさんいますが、生きていればまだ間
に合います。死を覚悟してやれば１日あればできるのですが、わたしたち
にはその覚悟がないだけです。私たちには任された時間があります。そし
て祈れば回復できるという体験した知識が私たちにはあるのですから、自
制しそのために忍耐が必要だと言っています。その忍耐のために敬虔な祈
りをもち、そのためには隣の人を見た時に愛そうとする決断が必要で、そ
こから最終的には無条件の「愛」に成長していくのです。
「私が地上の幕屋にいる間は、これらのことを思い起こさせることによって、
あなたがたを奮い立たせることを、私のなすべきことと思っています。 そ
れは、私たちの主イエス・キリストも、私にはっきりお示しになったとおり、
私がこの幕屋を脱ぎ捨てるのが間近に迫っているのを知っているからで
す。」（Ⅱペテ１：１３～１４）
ペテロは自分が去ったあとも、いつでも思い起させるために死の間近まで
伝え続けました。
「私たちはすばらしい」ということ、そして「逃げなければ必ず私たちを通
して生きた証がたち、あなたが死んだ時、この人のおかげで引き継がれた
と言ってもらえる」と言っているのです。

「癒し」という言葉を私たちは使います。ところが広辞苑には「癒す」はあっ
ても「癒し」はありません。には「癒し」という言葉の意味として「①病
気やけがが治ること」「②長い間願っていたことがある日叶えられた時のこ
とである」とあります。そしてこれこそ長い間人が探し求めている「存在
意義」なのです。

淀川キリスト教病院の柏木先生は死ぬことがわかっていて生きる人たちと
向き合います。「もうだめなんやろ」そういう患者さんに「もうだめだと思
われたんですか？」そこから向き合うのです。人は結局最後は、「なんのた
めに生きているのか」が知りたいのです。そしてここでその人の「生き様」
を聞いてあげるのです。だからその1か月でその人の人生がわかるのです。
私たちの最後は感謝で終わることができます。自分の命が残されているこ
とがわかるからです。私たちが救われたので誰かのために生きられるから
です。教会の葬儀は「赦し」が起こり集まるはずでなかった家族が集まり
回復されていきます。「別つ」ためのものではなく「結びあわせるもの」な
のです。

「生き方によって選びを示すー成熟編ー
人生のシナリオ ～そして死とは～」　 Ⅱペテロ1：5-１5

最後に…

「自分の命がなくなるということは
自分の命を他の人の命の中に残していくことである。
自分に与えられた命を、より大きな命の中に
溶け込ませるために生きていくことこそ
私たちが生きる究極の目的であり、
永遠の命につながることだと思う。」

今みなさんは誰の中に生きていますか？対処療法ではできません。
あなたがその人の人生に、あなたがされたように命をかけて向き
合った時、奇跡が起こるのです。

あなたの人生に脚本があるとすれば、自分の人生はどのようなス
トーリーでしょうか？私達は自分に与えられたアイデンティティ
に立って生涯を全うすることが、聖書が私達に与えている責任で
す。私たちに与えられいる人生を歩むものになっていきましょう。

セル祈祷会

早天祈祷会6：00~

高橋司

松田沙和奈

秦泉寺朗子

西嵜真由美

西嵜璃愛

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

　最近、テレビがない生活になれていることに気付か
されました。以前は、テレビの映像がついているのが
当たり前で、子どもたちに何か手伝いを言っても動い
てくれず、家族間もイライラする関係でした。しかし
今、子ども達も家事の役割を持ち、夕食も子どもたち
が作ってくれたものを家族そろって食べ、その後に神
様へのデボーションを捧げる生活になりました。
私が小学校低学年の時、幼馴染の友人のうちに遊びに
行った際にその家ではテレビを見ない。ということを
知って驚いたことを覚えています。テレビがあるのが
当たり前、そんな生活できるのか？と今思えばそのよ
うな驚きだったと思います。
最近ではテレビが一部屋に一台あってもおかしくな
い、以前の我が家のように家族間で会話がないのが当
たり前のようですので、世間から見たら神様中心の生
活というのはおかしいことかもしれません。しかし本
来、神様が創られた元の家族の姿というのはこのよう
な生活だったのではないかと感じ、神様に感謝してい
ます。

「詩と賛美と霊の歌とをもって、互いに語り、主に向
かって、心から歌い、また賛美しなさい。」（エペソ 5:9）

早天祈祷会6：00~

17 日　曽我悠真
　　　  岡本享子
18 日　楢村明子

25 日　真砂香和
　　　 神達良子
　　　 曽我佐知子

カラダンジョン

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

早天祈祷会6：00~

教会礼拝チーム
藤原家チーム
西嵜家チーム
草井家チーム

人生の主旨と選択人生の主旨と選択

『癒し』とは？『癒し』とは？

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

21 日　平山幸代
23 日　亀澤佐代子
24 日　西山秀平

早天祈祷会6：00~

 主　日　礼 　拝 主　日　礼 　拝

セル活動

曽我佐知子

　１日　實金由香利
　５日　泉水一護
10 日　山崎風

12 日　中島好正
　　　 富岡凱千
15 日　光枝一郎
　　　 ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

死とは別つものではない死とは別つものではない

死とは結び合わせるもの死とは結び合わせるもの

どのように生きて行くか？どのように生きて行くか？

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ


